
　

他
人
の
書
斎
が
気
に
な
る
。
特
に
、
無
か
ら
有
を
生

む
よ
う
な
創
造
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
小
説
家
た
ち

が
、
ど
の
よ
う
な
空
間
に
身
を
置
き
、
筋
立
て
や
構
想

を
練
っ
て
い
る
の
か
。
彼
ら
の
頭
の
中
を
覗
け
る
よ
う

で
、
興
味
は
尽
き
な
い
。
贔
屓
の
作
家
で
あ
れ
ば
な
お

さ
ら
で
あ
る
。

20
年
ほ
ど
前
に
、
東
大
阪
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
司
馬

遼
太
郎
記
念
館
を
訪
ね
た
。﹁
竜
馬
が
ゆ
く
」﹁
国
盗
り

物
語
」
な
ど
、
数
々
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
世
に
送
り
出

し
た
あ
の
国
民
的
作
家
の
記
念
館
で
あ
る
。

　

施
設
の
売
り
は
、
２
万
冊
も
の
蔵
書
が
収
納
さ
れ
た

三
層
吹
き
抜
け
の
大
き
な
書
架
で
あ
る
。
一
つ
の
事
柄

を
調
べ
る
の
に
も
、
膨
大
な
資
料
に
丹
念
に
目
を
通
す

の
が
司
馬
流
の
仕
事
術
。
書
架
の
背
表
紙
を
目
で
追
う

う
ち
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
作
品
と
関
連
が
あ
る
の
か
が

見
え
て
く
る
。
一
日
中
飽
く
こ
と
な
く
眺
め
て
い
ら
れ

る
光
景
だ
。

　

た
だ
、
私
が
こ
こ
を
訪
ね
た
か
っ
た
最
大
の
理
由
は

別
に
あ
っ
た
。
こ
の
記
念
館
が
、
司
馬
さ
ん
の
ご
自
宅

に
隣
接
し
て
お
り
、
庭
の
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
書
斎
を
覗

く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

室
内
は
生
前
の
と
き
の
ま
ま
の
状
態
だ
そ
う
で
、
机

の
上
に
は
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
黒
縁
の
眼
鏡
が
置

か
れ
て
い
た
。
司
馬
作
品
に
登
場
す
る
様
々
な
歴
史
上

の
人
物
た
ち
は
、
こ
の
空
間
で
新
た
な
命
を
吹
き
込
ま

れ
、
司
馬
ワ
ー
ル
ド
の
主
役
と
し
て
躍
動
し
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
し
ば
し
庭
に
佇
み
、

瞑
想
に
ふ
け
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
こ
と
し
５
月
に
も
、
庭
の
窓
ガ
ラ
ス

越
し
に
作
家
の
書
斎
を
覗
き
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
書

斎
の
主
は
本
県
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
西
木
正
明
さ
ん

で
あ
る
。
横
浜
市
の
ご
自
宅
の
庭
に
あ
る
離
れ
を
仕
事

場
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

　

書
斎
を
訪
ね
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

母
屋
か
ら
お
暇
す
る
際
に
チ
ラ
見
し
た
程
度
だ
が
、
机

の
上
に
あ
る
文
明
の
利
器
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
電
話
機

ぐ
ら
い
。
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
書
籍
や
資
料
に
囲
ま
れ
、

手
書
き
派
作
家
ら
し
い
ア
ナ
ロ
グ
風
景
が
広
が
っ
て
い

た
。
書
斎
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
庭
木
の
濃
い
緑
が
映
り
こ

ん
で
い
た
。
室
内
に
い
る
と
、
き
っ
と
郷
里
の
西
木
の

森
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
分
を
味
わ
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

他
人
の
書
斎
が
気
に
な
り
始
め
た
の
は
、
40
年
近
く

前
に
﹁
推
理
作
家
の
発
想
工
房
」︵
文
藝
春
秋
︶
と
い

う
一
冊
を
手
に
し
て
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
の
本
は
写
真

家
の
南
川
三
治
郎
氏
が
、
欧
米
の
推
理
作
家
30
人
に
体

当
た
り
取
材
を
挑
ん
だ
力
作
で
あ
る
。

　
﹁
寒
い
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
ス
パ
イ
」
で
流
行
作
家

と
な
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ル
・
カ
レ
は
、
英
国
西
南
部
の
保

養
地
に
あ
る
４
マ
イ
ル
の
私
有
の
海
岸
線
に
住
ん
で
い

た
。
家
具
類
を
置
か
な
い
シ
ン
プ
ル
な
つ
く
り
の
書
斎
。

手
書
き
の
メ
モ
や
、
未
整
理
の
原
稿
が
広
げ
ら
れ
て
い

る
広
め
の
机
は
使
い
勝
手
が
よ
さ
そ
う
だ
。
も
っ
と
も

ル
・
カ
レ
の
思
索
の
場
は
室
内
で
で
は
な
く
、
大
西
洋

に
面
し
た
近
く
の
岩
場
。
潮
騒
を
聞
き
な
が
ら
ノ
ー
ト

に
プ
ロ
ッ
ト
を
綴
る
の
だ
と
い
う
。

　

思
索
す
る
場
は
書
斎
の
み
に
あ
ら
ず
。
同
じ
こ
と
を

８
月
上
旬
に
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
で
開
い
た
作
家
の
島

田
雅
彦
さ
ん
の
講
演
会
で
も
聞
い
た
。
島
田
さ
ん
は
机

に
向
か
う
の
は
１
日
せ
い
ぜ
い
２
時
間
程
度
。
し
か
も

神
経
を
集
中
し
て
い
る
の
は
時
間
当
た
り
15
分
程
度
だ

と
い
う
。﹁
机
の
上
の
作
業
は
い
わ
ば
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
。

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
作
業
は
好
き
な
散
歩
や
旅
行
な

ど
、
歩
い
て
い
る
と
き
に
や
っ
て
い
る
」。

　

小
説
は
足
で
書
く
と
い
う
作
家
は
、
案
外
多
い
ら
し
い
。

　

そ
れ
で
も
、
私
的
に
は
他
人
の
書
斎
は
気
に
な
っ
て

仕
方
が
な
い
。

第　127　号
秋　田　県　書　道　連　盟
　事務局
　秋田市泉菅野一丁目18−１
　　　　　三　浦　湯　舟
　発行人　長　沼　雅　彦
　編　集　広　　報　　部
　（題字：長　沼　雅　彦）
http://www2.tbb.t-com.ne.jp/aki-shodorenmei/

秋
田
魁
新
報
社
の
招
き
で
︑
８
月
５
日
夜
の
竿
燈
ま
つ
り
を
楽

し
ん
だ
作
家
の
島
田
雅
彦
さ
ん
（
１
人
置
い
て
左
端
が
筆
者
）。

翌
日
は
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
で
講
演
の
後
︑
演
じ
る
側
と
し
て
竿

燈
に
参
加
し
た
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令和４年度　事業計画
総　務　部 研　修　部 展　覧　会　部 広　報　部 広　告　部  Ｉ　Ｔ　部

４月

正副部長会議
４月17日(日)10時～
監査会
４月20日(水)15:00 ～
理事・常任理事会
４月24日(日)10:00 ～
総会
４月29日(金.祝)10:30 ～

会報発行・県書道
連盟展に向けた広
告依頼活動
(総務部）

書初め大会と新春
小品書展に向けた
広告依頼活動

（広告部）

連盟ホームペー
ジの管理運営（連
盟の紹介、組織
図、行事カレン
ダーの作成、各
種行事の参加者
募集、会報のイ
ンターネット公
開、等々）

５月 県芸文協決算総会
５月27日(金)

６月
７月

８月

筆供養・懇親会
８月21日(日)
神事：15時半より
(日吉八幡神社)
懇親会：16時より
(パークホテル)

県書道連盟展
(アトリオン)
８月19日(金) ～ 22日(月)

９月 会報発行
（127号）

10月

実技研修会
(zoomを利用したオ
ンライン研修会)
10月９日(日)
　　14時～

11月

12月
書初め準備会議

（県立武道館）
12月４日(日)13:30 〜

県芸文協会議
（フォンテ秋田）
12月　日(金）

１月

新春書初め席書大会
(県立武道館)
１月8日(日)
書初め展覧会
(さきがけホール)
1月26日(木) ～ 29日(日)
授与式１月29日(日）

新年研修会
(zoomを利用したオ
ンライン研修会)
１月22日(日)
　　14時～

新春小品書展
（さきがけホール）
１月26日(木) ～ 29日(日)
書初め展覧会
(さきがけホール)
１月26日(木) ～ 29日(日)

２月

３月 県芸文協予算総会
３月　日

秀作美術展
（県芸文協主催）
３月９日(木) ～ 12日(日)

会報発行
（128号）

　

本
年
度
定
期
総
会
が
イ
ヤ
タ
カ

に
て
開
催
さ
れ
、
39
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

議
長
に
は
深
井
春
祥
さ
ん
、
議

事
録
署
名
に
は
大
山
美
泉
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
、
開
会

　

２
、
物
故
者
へ
の
黙
祷

　

３
、
会
長
あ
い
さ
つ

　

４
、
理
事
長
あ
い
さ
つ

　

５
、
議
長
選
出

　

６
、
議
事
録
署
名
選
出

　

７
、
議
事

　

８
、
議
長
解
任

　

９
、
閉
会

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
実

施
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
日
時　

令
和
４
年
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

●
会
場　

イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
）

会計監査の報告をする小松清峯さん資料に目を通す出席者の皆様

議長に選出された深井春祥さん

受付後、集計等をする左から竹村和
佳さん・前田祥穂さん・碩伸子さん

佐川会長よりあいさつ長沼理事長よりあいさつ

令
和
４
年
度
定
期
総
会
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令和４年度　収支予算
自　令和４年４月１日
至　令和５年３月31日

	 収入総額	1,945,000円
	 支出総額	1,945,000円
	 差引残額	 0円
収入の部 （単位：円）

費　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　考
前 年 度 繰 越 金 227,838 326,819 98,981
会 費 690,000 660,000 △ 30,000 本年度分　@3,000円＊220名
寄 付 金 120,000 118,000 △ 2,000 常任理事・理事　@2,000円＊59名
事 業 収 入 840,000 840,000 0 広告料、連盟展出品料　各事業収入
雑 収 入 1,162 181 △ 981 利息等
合 計 1,879,000 1,945,000 66,000

支出の部 （単位：円）
費　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　考

事 務 費 290,000 300,000 10,000
消 耗 品 費 31,000 31,000 0 文具品、出納簿、コピー、諸費
通 信 費 124,000 124,000 0 郵送料、切手、案内ハガキ
会 議 費 80,000 80,000 0 役員会議会場費等
交 通 費 50,000 50,000 0 役員会議旅費
諸 費 5,000 15,000 10,000 振り込み手数料等

事 業 費 1,491,000 1,531,000 40,000
総 務 部 費 40,000 40,000 0 事務打合せ会場費等
研 修 部 費 150,000 150,000 0 研修会、新年研修会、講師謝礼等
展 覧 会 部 費 253,000 253,000 0 県書道連盟展等
広 報 部 費 50,000 50,000 0 会報発行諸費
広 告 部 費 55,000 65,000 10,000 活動諸費
Ｉ Ｔ 部 費 98,000 98,000 0 ホームページ維持管理費、取材費等
連 盟 展 事 業 費 230,000 230,000 0 連盟展会場費、目録、ハガキ
書 初 め 大 会 費 47,000 77,000 30,000 書初め席書大会補助金
印 刷 出 版 費 467,000 467,000 0 会報、諸会合資料
筆 塚 供 養 費 51,000 51,000 0 供養謝儀、参加者（子供）記念品代
活性化委員会費 50,000 50,000 0 通信費、会場費等

負 担 金 30,000 30,000 0 県芸文協へ 30,000円
表 彰 費 5,000 5,000 0
慶 弔 費 20,000 20,000 0
雑 費 3,000 3,000 0
予 備 費 40,000 56,000 16,000
合 計 1,879,000 1,945,000 66,000

令和４年度第14回秋田県新春書初め席書大会 予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　席書大会　令和５年１月８日(日)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会日　令和５年１月26日(木) ～１月29日(日)

	 収入総額	1,020,000円
	 支出総額	1,020,000円
	 差引残額	 0円
収入の部 (単位：円）

費　　　　目 前年度予算額 今年度予算額 増　　減 備　　　　　考
広 告 協 賛 金 630,000 600,000 △ 30,000 協賛社40件１件15,000円

参 加 費 320,000 320,000 0
大学以下  計 480人  一般80人
480人×500円＝ 240,000円
  80人×1,000円= 80,000円

薄 茶 席 売 上 22,000 22,000 0 200円×110枚
雑 収 入 1,000 1,000 0
連 盟 補 助 金 47,000 77,000 30,000
合 計 1,020,000 1,020,000 0

支出の部 (単位：円）
費　　　　目 前年度予算額 今年度予算額 増　　減 備　　　　　考

魁 広 告 掲 載 費 385,000 385,000 0 魁新聞紙上掲載
オープニング  行事  委託費 40,000 40,000 0
お 雑 煮 等 委 託 費 200,000 200,000 0 1,000食分の材料費、その他経費
薄 茶 席 委 託 費 50,000 50,000 0 茶席委託
華 道 連 盟 委 託 費 40,000 40,000 0 生け花展示委託
書道パフォーマンス委託費 60,000 60,000 0 用紙代、及びその他経費
司 会 委 託 費 10,000 10,000 0
通 信 費 50,000 50,000 0 関係先への文書郵送料
消 耗 品 費 80,000 80,000 0 用紙、文具等
印 刷 製 本 費 15,000 15,000 0 インク代等
雑 費 2,000 2,000 0 振り込み手数料等
表 彰 費 20,000 20,000 0 表彰景品代
筆 耕 費 40,000 40,000 0 賞状筆耕料
人 件 費 28,000 28,000 0 作品展示補助作業
合 計 1,020,000 1,020,000 0
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第
61
回
　
秋
田
県
書
道
連
盟
展
特
集

８
月
19
日
（
金
）
～
22
日
（
月
）

　

初　

日　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

期
間
中　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

最
終
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

ア
ト
リ
オ
ン
２
Ｆ
美
術
展
示
ホ
ー
ル

　

初
日
の
午
前
９
時
か
ら
は
搬
入
、
展
示
作
業
が
行

わ
れ
、
連
盟
会
員
１
０
０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

開展に向けて準備をする、左から鎌田江葉さ
ん、保坂省峰さん、道川屋悟さん

着々と展示作業が進んでいます

展示作業を見守る藤原豊道さん

４
〜
７
頁

▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼  展覧会風景  ▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

秋
田
県
書
道
連
盟
展

19日午後　鎌田江葉・保坂省峰

20日午前　石井竹華・齊藤孝快・藤原瑛翠

　　�午後　伊藤雅人・藤原瑛翠・保坂省峰

21日午前　保坂省峰・山口美代子

　　�午後　角田萩 ・鎌田江葉・山口美代子

22日午前　伊藤恵雪・伊藤雅人・富樫春郷

　　�午後　伊藤雅人・富樫春郷・道川屋悟

【受付当番】
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21
日
︵
日
︶
午
後
１
時
～
３
時
、
今
後
の
創

作
活
動
の
指
針
と
な
る
よ
う
、﹁
互
評
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た

黒木天簫さん

佐々木青爛さん小松清峯さん

山口美代子さん

横山由希さん 大山美泉さん

千田寿山さん

互評会にたくさんの会員が集まっています

互
評
会
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●
「
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
」

　

今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
で
は
、
復
興
を

い
つ
ま
で
も
応
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
届
け
よ
う
と
い

う
想
い
で
、
一
人
一
人
が
作
品
と
向
き
合

い
、
心
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。
作
品
を

見
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
心
を
、
少
し
で

も
明
る
く
で
き
た
の
な
ら
幸
い
で
す
。︵
御

所
野
学
院
高
校　

書
道
部
部
長
３
年　

小

野
栞
さ
ん
︶

●
「
二
兎
を
追
っ
て
三
兎
を
も
得
る
」

　

い
つ
も
﹁
臨
書
の
た
め
の
臨
書
に
な
っ

て
い
な
い
か
」
と
自
戒
し
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
が
、﹁
臨
書
は
創

作
の
手
が
か
り
」
で
あ
り
﹁
創
作
は
臨
書

の
積
み
重
ね
」
だ
。

　

大
曲
高
校
で
は
唐
の
四
大
家
の
楷
書
を

臨
書
し
た
後
に
、
こ
の
復
興
支
援
の
作
品

を
書
い
て
い
る
。
自
分
で
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
二
字
熟
語
を
選
び
、
臨
書
で
得
た
文

字
の
特
徴
を
活
か
し
て
表
現
す
る
。
こ
の

倣
書
に
よ
り
、﹁
臨
書
の
意
義
」
と
﹁
臨

書
を
創
作
に
活
か
す
」、
さ
ら
に
﹁
創
作

の
喜
び
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
大
曲
高
校　

指
導
者　

竹
村
天
祐
さ
ん
︶

●
「
未
来
へ
」

　

震
災
当
時
、
私
は
五
歳
で
し
た
。
幼
稚

園
の
帰
り
道
、
母
と
二
人
で
歩
い
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
時
の
恐
怖
は
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
震
災
は

遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

も
、
復
興
に
向

け
て
歩
ま
れ
て

い
る
被
災
地
の

方
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
胸
が

締
め
つ
け
ら
れ

ま
す
。
作
品
を

通
し
て
、
皆
様

の
こ
と
を
応
援

す
る
気
持
ち
を

お
届
け
で
き
る

こ
と
を
願
い
、｢

絆｣

と
い
う
文
字
を
書

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
続
け
、

被
災
地
へ
の
思
い
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
未
来
へ
と
繫
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。(

聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高
等

学
校　

書
道
部
部
長
２
年　

宮
崎
ほ
の
か

さ
ん)

●
「
若
い
世
代
へ
繋
ぐ
」

　
﹁
３
．
11
、
書
文
化
へ

の
影
響
を
知
り
、
考
え

よ
う
」
と
い
う
授
業
を
、

あ
の
日
か
ら
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
雄
勝
硯
の

壊
滅
的
な
被
害
か
ら
、

現
在
は
若
い
世
代
が
伝

統
と
継
承
し
よ
う
と
奮

闘
し
て
い
る
姿
を
知
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

唐
の
四
大
家
、
牛
橛

造
像
記
、
鄭
羲
下
碑
の
臨
書
を
終
え
た
後

に
、﹁
古
典
を
生
か
し
た
創
作
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。雄
勝
硯
を
鑑
賞
し
、

伝
統
工
芸
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て

か
ら
、
心
を
込
め
て
１
３
２
名
が
出
品
し

ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
、
将
来
何
ら
か
の
形
で
復

興
に
繋
が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。︵
秋
田
商
業
高
校　

指
導
者

長
沢
薫
さ
ん
︶

壁一面に展示

連盟会員の作品高校生の作品

　東日本大震災以降、秋田での国民文化祭(第29回国民文化
祭・あきた2014)が平成26年に開催されました。時間の経過
とともに風化しがちな被災地への思いを、書のもつメッセージ
性を生かし、復興応援したいという趣旨ではじまりました。以
降、秋田県書道連盟展では毎年通常展に加えて継続してきまし
た。
　連盟会員から９点、高校生から240点、計249点が展示され
ました。

震災復興応援
メッセージ
コーナー
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今
ま
で
あ
り
が
と
う
。」
と
感
し
ゃ
し
な
が

ら
お
き
ま
し
た
。
大
切
に
筆
を
使
っ
て
、

ま
た
来
年
も
筆
供
養
に
行
き
た
い
で
す
。

︵
前
田
祥
穂
さ
ん
お
教
室　

牛
島
小
学
校
４

年　

泉　

菜
月
ち
ゃ
ん
︶

●
わ
た
し
が
﹁
ふ
で
く
よ
う
」
に
さ
ん
か

し
た
の
は
今
回
で
２
回
目
で
す
。
１
回
目

は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
ま
ま
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
お
世
話
に
な
っ
た
筆
に
か
ん

し
ゃ
し
て
く
よ
う
す
る
式
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
ゅ
う
字
が
上
手
に

な
る
よ
う
に
お
い
の
り
し
て
お
じ
ぎ
を
し

ま
し
た
。
ま
た
ら
い
年
も
同
じ
気
持
ち
で

参
加
し
た
い
で
す
。︵
相
原
蕙
花
さ
ん
お
教

室　

川
尻
小
学
校
２
年　

高
橋
青
葉
ち
ゃ

ん)●
僕
は
、
大
切
に
使
い
終
わ
っ
た
筆
に
感

謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

玉
串
を
捧
げ
る
時
と
、
筆
を
筆
塚
に
納
め

る
時
、
感
謝
と
共
に
み
ん
な
の
書
道
の
上

達
を
願
い
、
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
筆
を
は
じ
め
道
具
に
感
謝
を
す

る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。︵
小
坂
白
悠
さ

ん
お
教
室　

川
尻
小
学
校
６
年　

田
中
俐

壮
く
ん
︶

※
予
定
し
て
い
ま
し
た
祝
賀
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

相
原
蕙
花
先
生
教
室

　

高
橋　

青
葉　

川
尻
小
学
校　
　
　
　

２
年

　

石
黒　

衣
彩　

川
尻
小
学
校　
　
　
　

４
年

　

石
黒　

星
衣　

南
高
校
中
等
部　
　
　

３
年

小
坂
白
悠
先
生
教
室
（
白
悠
書
院
）

こ
さ
か
ゆ
づ
き　

第
二
ル
ン
ビ
ニ
園　
　

年
長

　

田
中　

俐
壮　

川
尻
小
学
校　
　
　
　

６
年

　

高
橋　

優
斗　

川
尻
小
学
校　
　
　
　

６
年

　

鎌
田　

夏
帆　

秋
田
県
立
秋
田
工
業
高
等
学
校　

１
年

前
田
祥
穂
先
生
教
室

　

川
原　

百
華　

太
陽
幼
稚
園　
　
　
　

年
長

　

泉　
　

菜
月　

牛
島
小
学
校　
　
　
　

４
年

　

加
藤　

優
奈　

牛
島
小
学
校　
　
　
　

４
年

　

川
原　

千
鶴　

牛
島
小
学
校　
　
　
　

４
年

　

吉
田　
　

葵　

牛
島
小
学
校　
　
　
　

４
年

　

佐
藤　

優
雨　

四
ツ
小
屋
小
学
校　
　

４
年

　

長
沼
理
事
長
は
、﹁
筆
を
見
る
と
、
み
ん

な
一
生
懸
命
に
練
習
を
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
下
さ
い
。」
と
、
参
加
し
た
こ
ど
も
達
に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

宮
司
齊
藤
至
郎
さ
ん
か
ら
、
宮
司
番
場

千
里
さ
ん
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

●
８
月
21
日
、
日
吉
八
幡
神
社
の
筆
供
養

に
行
き
ま
し
た
。
私
は
代
表
で
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
玉
ぐ
し

を
お
く
と
き
、﹁
み
ん
な
の
筆
、
私
の
筆
。

　８月21日（日）、午後３時30分から日吉八幡神社にて開催されました。
　2001年に連盟が建立した筆塚に、玉串を捧げた後、筆を納めました。文房四宝の一つ、筆に感謝
し、書の上達を願うことを目的に毎年行っております。

筆供養神事 ～使い終えた愛用の筆に感謝して～

　
参
加
し
て
の
感
想

お世話になった筆を筆塚へ
左から齊藤孝快さん、山谷喜元さん

参加賞のお土産を手に笑顔のこどもたち泉菜月ちゃん田中俐壮くん

長沼理事長あいさつ筆塚

　

開
式
の
こ
と
ば

修し
ゅ
ば
つ祓

祝の
り
と詞

奏そ
う
じ
ょ
う上

玉た
ま
ぐ
し串
奉ほ
う
て
ん奠

　

筆
を
筆
塚
へ

　

挨
拶

　

閉
式
の
言
葉

参
加
者

式
次
第
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▼
写
真
は
、
秋
田
魁
新
報
社
提
供

　

６
月
24
日(

金)

～
29
日(

水)

　

秋
田
魁
新
報
社
さ
き
が
け
ホ
ー
ル

　

県
展
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、

デ
ザ
イ
ン
の
７
部
門
が
あ
り
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
作

家
７
人
が
審
査
を
し
ま
し
た
。
書
道
は
西
村
東
軒
さ
ん

が
担
当
さ
れ
、﹁
書
体
が
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お

り
、
練
度
の
高
い
作
品
が
多
く
、
楽
し
ん
で
審
査
を
し

た
」
と
講
評
。

◆
特
賞
（
秋
田
県
知
事
賞
）

浅
野　

玉
韻
（
秋
田
市
）「
伊
藤
佐
千
夫
の
歌
二
首
」

「
初
心
」

　

こ
の
度
の
県
展
で
は
、
栄
え
あ
る

﹁
特
賞
、
県
知
事
賞
」
を
受
賞
し
、
心

よ
り
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
昨
年
の

秋
田
書
道
展
、
魁
星
賞
に
続
い
て
の

受
賞
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
二
双
紙
二
尺
八
尺
に
短
歌
二
首
の
縦
形
式

で
す
。
歌
の
内
容
を
想
像
し
な
が
ら
丁
寧
に
書
く
よ
う

努
め
ま
し
た
が
、
筆
の
開
閉
に
は
時
間
を
要
し
漸
く
出

来
た
一
枚
で
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
期
に
〝
初
心
〞
の
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

し
た
い
、
そ
ん
な
心
境
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
特
賞
（
秋
田
市
長
賞
）

山
口　

顕
正
（
仙
北
市
）「
許
璣
詩
」　

「
感
謝
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
県
外
展
を
見
る

こ
と
が
難
し
い
中
、
県
展
開
催
に
よ
り

勉
強
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
特
賞
を
受
賞
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
審
査
講
評
に
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
自
信
に

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
稚
拙
な
作
品
で
す
。
今
後

も
皆
さ
ん
の
作
品
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

県
展
実
行
委
員
の
先
生
方
や
審
査
に
当
た
ら
れ
た
西

村
東
軒
先
生
、
県
展
に
携
わ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
奨
励
賞

佐
藤　

珠
苑
（
北
秋
田
市
）「
春
雨
呈
袁
起
厳
」

「
奨
励
賞
を
頂
い
て
」

　

二
年
連
続
の
入
賞
、
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。
今

年
は
書
き
込
み
の
期
間
も
短
く
、
加
藤
華
翠
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
な
ん
と
か
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
評
価
し
て
頂
い
た
こ
と
を
喜
び
、
今
後
も
精
進
せ

ね
ば
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
ま
す
。

第第第
646464
回回回

秋
田
県
美
術
展
覧
会

秋
田
県
美
術
展
覧
会

秋
田
県
美
術
展
覧
会（
県
展
）

（
県
展
）

（
県
展
）

こ
れ
ま
で
の
主
な
展
覧
会

(

連
盟
会
員)
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一
ノ
関
清
山
（
秋
田
市
）「
白
居
易
」

「
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
」

　

２
年
連
続
の
奨
励
賞
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
受
賞
で
、
本

当
に
心
か
ら
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

果
て
の
な
い
こ
の
道
で
挑
戦
と
継
続
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
色
々
と
ご
指
導
頂
い
た
恩
師
等
に
感
謝
し
つ
つ
、

一
層
の
精
進
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

岡
本
真
貴
子
（
由
利
本
荘
市
）「
春
の
息
吹
」

「
感
謝
」

　

県
展
奨
励
賞
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
聞
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
多
く
の
方
々
か
ら

お
祝
い
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
詩
文
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自

己
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

聖
賢
（
秋
田
市
）「
呂
子
羽
詩
」

「
試
行
錯
誤
」

　

こ
の
度
、
県
展
奨
励
賞
を
戴
き
光
栄
に
ぞ
ん
じ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
状
態
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥
山　

朱
鳳
（
大
仙
市
）「
高
明
詩
」

「
書
の
醍
醐
味
」

　

選
詩
は
、
作
品
制
作
上
重
要
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

高
明
詩
は
直
近
で
も
数
名
の
先
生
が
書
き
、
価
値
あ
る

賞
を
獲
得
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
出
品
後
に
知
っ
た
の
だ
が
、
書
き
手
に
よ
っ
て

書
風
も
異
な
り
味
わ
い
も
変
化
す
る
。
そ
こ
が
書
の
醍

醐
味
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
田　

祥
穂
（
秋
田
市
）「
万
葉
集
よ
り
」

「
地
道
に
」

　

仮
名
書
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
筆
を
持
ち
書
き
続

け
て
き
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
四
苦
八
苦
の
連
続
で
す
。

そ
ん
な
中
で
の
入
賞
に
驚
き
と
喜
び
も
ひ
と
し
お
、
こ

れ
を
励
み
に
継
続
は
力
と
身
を
引
き
締
め
、
地
道
に
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤　

直
哉
（
に
か
ほ
市
）「
靜
者
壽
」

「
靜
者
壽
」

　

秦
封
泥
の
様
式
を
参
考
に
し
、
均
整
の
取
れ
た
秦
篆

の
字
形
と
、
封
泥
の
古
雅
な
る
風
趣
と
を
融
合
さ
せ
得

る
よ
う
に
留
意
し
た
。
界
線
・
筆
画
と
も
に
極
力
直
線

を
排
し
、
微
妙
な
湾
曲
を
与
え
る
こ
と
で
全
体
に
ハ
リ

を
得
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
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◆
入
　
選

嶋
野　

青
城
︵
秋　

田　

市
︶

道
川
屋　

悟
︵
秋　

田　

市
︶

大
黒　

禾
苑
︵
秋　

田　

市
︶

松
橋　

聖
泉
︵
秋　

田　

市
︶

惠
比
原
琇
琴
︵
秋　

田　

市
︶

宇
佐
美
桂
月
︵
秋　

田　

市
︶

小
松　

璐
秋
︵
秋　

田　

市
︶

小
坂　

白
悠
︵
秋　

田　

市
︶

角
田　

萩

︵
秋　

田　

市
︶

古
田　

柯
香
︵
秋　

田　

市
︶

石
川　

抱
鶴
︵
秋　

田　

市
︶

田
村　

芳
汀
︵
秋　

田　

市
︶

鎌
田　

江
葉
︵
秋　

田　

市
︶

横
山　

由
希
︵
男　

鹿　

市
︶

菊
地　

桂
愁
︵
八　

峰　

町
︶

横
山　

由
希
︵
男　

鹿　

市
︶

成
田　

昌
子
︵
男　

鹿　

市
︶

竹
村　

和
佳
︵
男　

鹿　

市
︶

伊
藤　

晃
蘭
︵
五
城
目
町
︶

小
玉　

豊
光
︵
五
城
目
町
︶

深
井　

春
祥
︵
潟　

上　

市
︶

佐
藤　
　

穎
︵
潟　

上　

市
︶

菅
原　

紫
雲
︵
潟　

上　

市
︶

佐
藤　

晃
山
︵
井　

川　

町
︶

千
田　

寿
山
︵
井　

川　

町
︶

遠
藤
芙
美
子
︵
由
利
本
荘
市
︶

伊
藤　

勁
草
︵
由
利
本
荘
市
︶

軽
部　

桃
香
︵
由
利
本
荘
市
︶

菊
地　

謙
二
︵
由
利
本
荘
市
︶

伊
藤　

貴
逍
︵
大　

仙　

市
︶

竹
村　

天
祐
︵
大　

仙　

市
︶

小
松　

清
峯
︵
大　

仙　

市
︶

齊
藤　

暁
苑
︵
大　

仙　

市
︶

佐
藤
紀
公
子
︵
美　

郷　

町
︶

佐
藤　

有
希
︵
仙　

北　

市
︶

八
栁　

竹
耀
︵
仙　

北　

市
︶

鈴
木　

昭
子
︵
横　

手　

市
︶

佐
々
木
采
嘉
︵
横　

手　

市
︶

佐
藤　

哉
子
︵
横　

手　

市
︶

眞
田　

錦
水
︵
横　

手　

市
︶

佐
藤　

瑩
葩
︵
横　

手　

市
︶

木
村　

光
楊
︵
湯　

沢　

市
︶

高
橋　

暘
雲
︵
湯　

沢　

市
︶
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東
北
展
は
10
月
27
日(

水)

～
31
日(

日)

山
形
美
術
館
・
山
形
県
芸
文
美
術
館

●
秀
逸

　

一
ノ
関
清
山
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

佐
藤　
　

穎
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

深
井　

春
祥
（
潟　

上　

市
）
漢
字
部
門

　

佐
藤　

珠
苑
（
北
秋
田
市
）
漢
字
部
門

　

松
塚　

汪
泉
（
秋　

田　

市
）
調
和
体
部
門

　

奥
山　

朱
鳳
（
大　

仙　

市
）
調
和
体
部
門

●
会
友
出
品

　

長
沢　
　

薫
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

古
田　

柯
香
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

加
賀
谷
里
萩
（
能　

代　

市
）
調
和
体
部
門

●
入
選

　

佐
々
木
汪
心
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

佐
々
木
嶂
芳
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

田
村　

芳
汀
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

野
村　

玉
泉
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

眞
田　

錦
水
（
横　

手　

市
）
漢
字
部
門

　

巽　
　

紫
龍
（
大　

館　

市
）
漢
字
部
門

　

吉
田　

倖
舟
（
潟　

上　

市
）
漢
字
部
門

　

浅
野　

玉
韻
（
秋　

田　

市
）
か
な
部
門

　

伊
藤　

京
子
（
秋　

田　

市
）
か
な
部
門

　

鈴
木　

涛
春
（
男　

鹿　

市
）
調
和
体
部
門

東
北
山
形
展　

10
月
19
日(

水)

～
23
日(

日)

山
形
美
術
館

●
会
員
賞

　

会
津
千
寿
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

●
毎
日
賞

　

菊
地　

謙
二
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

●
秀
作
賞

　

遠
藤　

佳
苗
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

●
佳
作
賞

　

遠
藤
芙
美
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

酒
井　

佇
泉
（
仙　

北　

市
）
近
代
詩

　

柿
崎　

真
翠
（
秋　

田　

市
）
大
字

　

菅
原　

松
香
（
秋　

田　

市
）
漢
字
Ⅰ

●
会
友
（
無
鑑
査
）

　

秋
山
由
美
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

遠
藤　

佳
苗
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

大
渕　

麻
弥
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

小
田
島
和
翠
（
横　

手　

市
）
大
字

　

柿
崎　

真
翠
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

工
藤　

歩
美
（
横　

手　

市
）
大
字

　

熊
谷　

貞
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　　

小
島
弥
恵
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

佐
々
木
幸
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

佐
藤　

晃
山
（
井　

川　

町
）
漢
字
Ⅰ

　

佐
藤　

敏
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

竹
内　

美
穂
（
に
か
ほ
市
）
近
代
詩

　

千
田　

寿
山
（
井　

川　

町
）
漢
字
Ⅰ

　

寺
田　

敦
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

成
田　

暁
翠
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

藤
田　

勢
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

藤
原　

鶴
泉
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

堀
井　

直
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

●
会
友
公
募
・
公
募

　

遠
藤
芙
美
子
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

　

大
黒　

禾
苑
（
秋　

田　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

柿
沼
希
和
子
（
横　

手　

市
）
大
字

　

菊
地　

謙
二
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

　

工
藤　

歩
美
（
横　

手　

市
）
大
字
Ⅱ

　

熊
谷　

貞
子
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

　

栗
林　

千
春
（
横　

手　

市
）
大
字

　

酒
井　

佇
泉
（
仙　

北　

市
）
大
字

　

佐
藤　

晃
山
（
井　

川　

町
）
漢
字
Ⅱ

　

柴
田
布
沙
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅱ

　

竹
内　

美
穂
（
に
か
ほ
市
）
大
字

　

竹
村　

和
佳
（
男　

鹿　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

寺
田　

敦
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅱ

　

保
坂　

省
峰
（
秋　

田　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

堀
井　

直
子
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

第
37
回 

読
売
書
法
展

第
73
回 

毎
日
書
道
展
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令
和
３
年
３
月
10
日
～
13
日

秋
田
県
立
美
術
館　

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

い
つ
も
年
度
末
に
開
催
し
て
い
る
た
め
、
３

月
末
の
会
報
に
間
に
合
わ
ず
掲
載
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
秋
田
県
の
様
々
な
分
野
の
作
品

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
連
盟
会
員
の
方
も

た
く
さ
ん
出
品
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

出
品
者

　

会
津
千
寿
子

　

阿
部　

公
美

　

阿
部　

清
楓

　

石
井　

竹
華

　

伊
藤　

恵
雪

　

伊
藤　

清
子

　

伊
藤　

雅
人

　

植
田　

清
寛

　

大
黒　

禾
苑

　

大
山　

木
蘭

　

岡
本
真
貴
子

　

加
藤　

華
翠

　

鎌
田　

江
葉

　

黒
木　

天
簫

　

後
藤　

武
之

　

小
松　

清
峯

　

小
松　

璐
秋

　

佐
々
木
青
爛

　

佐
藤　

綾
子

　

佐
藤
紀
公
子

　

佐
藤　

晃
山

　

嶋
田　

青
城

　

東
海
林
汎
山

　

高
橋　

暘
雲

　

竹
村　

天
祐

　

竹
村　

和
佳

　

千
田　

寿
山

　

千
葉　

瑤
真

　

富
樫　

春
郷

　

長
沢　
　

薫

　

藤
本　

佳
幸

　

藤
原　

瑛
翠

　

藤
原　

豊
道

　

道
川
屋　

悟

　

山
田　

欅
庵

　

山
谷　

喜
元

　

横
山　

由
希

これまでに開催された  主な展覧会（連盟会員所属団体）
第
47
回

秋
田
県
秀
作
美
術
展
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これまでに開催された  主な展覧会（連盟会員所属団体）

創立60周年記念　第60回秋田市書道会展
(R4.4.22 ～ 25アトリオン)

第35回秋田一東書道会展
(R4.5.13 ～ 15アトリオン)

第37回書壇院秋田連盟展
(R4.7.1 ～ 4　アトリオン)

第13回秋田草心会書展
（R4.7.9 ～ 11　アトリオン）

特別企画「未来へ向けて」

第９回書遊会
(R4 3.11 〜 14五城館）

第53回六葉会
(R4.4.15 ～ 18アトリオン)

第29回瀾の会小品展
(R4.4.8 ～ 10アトリオン)
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こ
の
夏
、
７
月
16
日
︵
土
︶
か
ら
９
月
11
日
︵
日
︶

に
か
け
て
、
特
別
展
﹁
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
名
品
展
」

が
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
・

六
本
木
に
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
が
所
蔵
す
る
日

本
の
古
美
術
を
中
心
に
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
ガ
ラ

ス
作
品
な
ど
も
加
え
、
全
51
件
の
名
品
を
展
示
し
た
。

　

展
覧
会
の
計
画
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
徐
々
に
進

め
ら
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
交
渉
を
重
ね
て
い

く
中
で
、
展
覧
会
の
構
成
や
出
品
作
品
が
次
第
に
ま

と
ま
っ
て
い
っ
た
。
本
展
の
目
玉
の
一
つ
で
あ
っ
た

︽
佐
竹
本
・
三
十
六
歌
仙
絵

源
順
︾
に
つ
い
て
は
、

当
初
出
品
が
難
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
か
つ
て

秋
田
藩
主
・
佐
竹
家
が
所
蔵
し
て
い
た
作
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
是
非
に
と
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
展

覧
会
の
約
１
年
前
に
な
り
借
用
の
許
可
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
秋
田
県
内
に
お
い
て
︽
佐
竹
本
︾

が
展
示
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
２
０
０
４
年
に
出

光
美
術
館
所
蔵
の
︽
柿
本
人
麻
呂
︾
と
︽
僧
正
遍
昭
︾

が
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
で
展
示
さ
れ
て
以
来
の
こ

と
だ
ろ
う
。

　

鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
︽
佐
竹
本
・
三
十
六

歌
仙
絵
︾
は
、
数
あ
る
︽
三
十
六
歌
仙
絵
︾
の
中

で
も
特
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
名
高
い
逸
品
で
あ

る
。
書
に
つ
い
て
は
、
後
京
極
良
経
︵
１
１
６
９
～

１
２
０
６
︶
に
よ

る
も
の
と
伝
承
さ

れ
て
き
た
。
良
経

本
人
の
筆
と
は
断

じ
難
い
も
の
の
、

後
京
極
流
を
示
す

こ
と
は
広
く
認
め

ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
肖
像
に
つ
い

て
は
、﹁
似
絵
」
の

大
成
者
と
さ
れ
る

藤
原
信
実
︵
１
１
７
６
～
１
２
６
６
︶
に
よ
る
も
の

と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
歌
仙
の
細
や
か
な
表
情
や
仕

草
を
捉
え
た
と
こ
ろ
が
秀
逸
で
あ
る
。

　

書
と
画
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、

両
者
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
広
が
る
秀
歌
の
世
界
を

味
わ
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、︽
佐
竹
本
︾
の
真
価
が
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
展
覧
会
で
は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
分
断
と
流
転
の
歴
史
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
魅
力
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

め
た
つ
も
り
だ
が
、
十
分
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
た
だ

ろ
う
か
。

︽
佐
竹
本
︾
の
よ
う
な
名
品
ば
か
り
と
は
い
か
な
い
が
、

近
代
美
術
館
で
も
様
々
な
展
示
で
﹁
書
」
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。

︵
秋
田
県
立
近
代
美
術
館　

主
任
︵
兼
︶
学
芸
主
事

　

秋
田
達
也
︶

「担当学芸員によるギャラリートークの様子」

ぶ
ら
り
♪
書
道
探
訪

「重要文化財
《佐竹本・三十六歌仙絵 源順》　伝 藤原信実 画　伝 後京極良経 書
紙本著色　１幅　鎌倉時代　13世紀　サントリー美術館蔵」

サントリー美術館名品展のポスター

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
名
品
展
と

︽
佐
竹
本
・
三
十
六
歌
仙
絵
︾
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先
ず
も
っ
て
、
書
初
め
席
書
大
会
と

小
品
書
展
の
広
告
掲
載
に
あ
た
り
、
協

賛
・
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
秋

田
魁
新
報
社
、
長
沼
理
事
長
は
じ
め
連

盟
役
員
の
方
々
、
各
広
告
主
の
皆
様
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
書
初
め
が
７
社
追
加
し
て
41
社
、
小

品
書
展
は
28
社
追
加
し
て
83
社
、
合
計
で
１
２
４
社
の
広
告

を
と
り
ま
し
た
。
金
額
は
１
０
２
万
７
３
４
０
円
と
な
り
、

初
め
て
１
０
０
万
円
を
超
え
、
累
計
で
は
１
０
０
０
万
円
を

超
え
ま
し
た
。

　

様
々
な
職
種
の
社
長
か
ら
広
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。
小
品

展
に
つ
い
て
は
一
部
郵
送
分
を
除
き
、
１
社
に
つ
き
２
回
、

合
計
１
４
０
回
程
、
会
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
雑

談
、
世
間
話
を
交
わ
し
ま
す
。

◆
人
に
会
っ
て
も
挨
拶
を
し
な
い
人
、
で
き
な
い
人
︵
周
り

に
い
ま
す
ね
。︶

◆
祝
賀
会
の
案
内
や
年
賀
状
を
出
し
て
も
返
事
を
く
れ
な
い

人
︵
い
る
よ
。︶

◆
上
司
や
目
上
の
人
に
対
し
て
﹁
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言
う
人

︵
お
か
し
く
な
い
で
す
か
。︶

◆
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
な
い
の
に
﹁
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」

と
名
乗
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。︵
迷
惑
で
す
。
や
め
て

下
さ
い
。
肩
書
き
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。︶

◆
﹁
社
長
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」﹁
只
今
出
か
け
て
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。」︵
ハ
ァ
？
︶﹁
何
時
頃
お
帰

り
に
な
り
ま
す
か
。」﹁
４
時
頃
に
は
帰
っ
て
き
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。」︵
再
び
ハ
ァ
で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
講
師
は
何
を
教
え
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。︶

◆
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
芸
能
人
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
対
す
る
ネ
ッ

ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
酷
い
で
す
ね
。︵
私
も
書
か
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
最
低
で
す
ね
。︶

　

と
こ
ろ
で
。
コ
ロ
ナ
禍
、
司
会
や
講
演
回
数
が
激
減
。
知

人
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
市
役
所
、
商
工
会
、

社
福
協
、
市
町
村
長
、
学
校
長
、
銀
行
支
店
長
、
議
員
の
皆

さ
ん
、
研
修
会
講
師
や
講
演
の
話
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

約
束
は
守
り
ま
し
ょ
う
ね
。

　

最
後
に
、
書
道
に
関
す
る
こ
ん
な
川
柳
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
読
め
な
く
て
知
っ
た
か
ぶ
り
の
お
べ
た
ふ
り
」
コ
ロ
ナ
禍

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
次
回
に
向
け
て
６
月
か
ら
広

告
ど
り
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

総合書道用品販売
◎展覧会・企　画・展　示
◎〈表 具〉〈額 装〉〈軸 装〉
◎各種展覧会搬入搬出承ります
◎文房四宝・低価格にて提供しております

〒010－0952　秋 田 市 山 王 新 町 ４ － ５
TEL 018－863－6001　FAX 018－863－6004
ホームページアドレス　http://www1.ocn.ne.jp/～kuraya
メールアドレス　kuraya@seagreen.ocn.ne.jp

株式会社

「
世
相
あ
れ
こ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　

広
告
部
部
長

上　

野　

泰　

夫

69
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　日頃から本会の運営につきましては、格別のご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。
　本会は、より多くの書道を愛好する皆様に活躍と研修の場、作品発表の場、会員相互の情報交換の場などと
していただくため活動しております。
　会員は随時募集しておりますので、事務局までお問い合わせ下さい。ホームページもごらん下さい。
　事　務　局　秋田市泉菅野一丁目18−１　三浦　湯舟
　ホームページ　 http://www2.tbb.t-com.ne.jp/aki-shodorenmei/

美術表装一式
掛軸、和額、屏風、襖

中山表具店
〒011̶0917 秋田市飯島道東二丁目４番10号

TEL　0 1 8 （ 8 4 6 ） 8 4 9 6

編集後記 　秋田県立近代美術館で特別展「サ
ントリー美術館名品展」が開催され

ました。東京六本木にある60年を越える歴史のある
美術館です。県書道連盟は創立61年を迎えましたの
で同じくらいの年齢ですね。
　今年の夏は、各種イベントが開催され、行動範囲
が広がりつつありますが、県外へ行くことに多少な
りとも抵抗を感じることもあるかと思います。
　こんなにも素晴らしい名品を県内で見ることがで
きるなんて、大変有難いことです。本阿弥光悦と俵
屋宗達の「鹿下絵新古今集和歌巻断簡」。至福の時を
過ごすことができました。
　これからも更に芸術文化が光り輝くことを祈って
おります。（広報部一同）

　購入希望の方は事務局までご
連絡下さい。１冊２０００円 ( 税
込 ) です。宜しくお願いいたし
ます。

第
40
回
秋
田
墨
滴
窓
友
会
書
道
展

　

令
和
４
年
11
月
４
日(

金)

～
11
月
６
日(

日)

　

花
火
伝
統
文
化
継
承
資
料
館
「
は
な
び
・
ア
ム
」

第
21
回
日
本
書
学
研
究
会　

秋
田
一
先
会
か
な
書
展

　

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）
～
11
月
28
日
（
月
）

　

ア
ト
リ
オ
ン
第
一
展
示
室

第
10
回
書
遊
会
展

　

令
和
５
年
３
月
10
日
（
金
）
～
３
月
13
日
（
月
）

　

五
城
目
町
「
五
城
館
」

総
務
部
・
Ｉ
Ｔ
部
に
届
い
て
い
る
展
覧
会
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

今
後
開
催
予
定
の
主
な
展
覧
会

秋
田
県
書
道
連
盟
創
立
60
周
年
記
念
作
品
集

会 員 募 集

「
秋
田
県
・
甘
粛
省
友
好
提
携
四
十
周
年

記
念
書
道
展
」
の
中
止
に
つ
い
て

　

今
年
度
総
会
で
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た

表
記
の
展
覧
会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
県

の
国
際
課
課
長
が
、
拙
宅
に
お
い
で
に
な

り
、
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

１�

．
コ
ロ
ナ
禍
が
甘
粛
省
で
も
始
ま
っ
て
関

連
部
署
の
方
々
の
都
合
が
つ
か
な
い
。

２�

．
９
月
か
ら
始
ま
る
中
国
共
産
党
大
会
の

た
め
郵
便
、
物
流
が
滞
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
し
た
。
県
、
省
と
し
て
も
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
開
催
の
可
能
性
を
さ
ぐ
っ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
心
配
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
も
次
の

機
会
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会

報
の
校
正
段
階
で
急
遽
決
定
し
た
こ
と

を
こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。

長
沼　

雅
彦

令和４年９月24日 第127号（16）秋　田　県　書　道　連　盟　会　報


